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2011年7月 

 
 

第17回（平成23年度） 

「水にかかわる生活意識調査」結果レポート 
 

ミツカン水の文化センター（事務局：東京都中央区新川1-22-15茅場町中埜ビル9F 株式会社ミツカングループ

本社内）では、本年6月中旬に、東京圏、大阪圏、中京圏の在住者1,500名を対象に、平成23年度「水にかかわる

生活意識調査」を実施し、このほど集計結果がまとまりました。 
｢水にかかわる生活意識調査｣は、センター設立に先立ち、1995年に第1回目を実施して以来、ほぼ同じ内容で

毎年6月に行っており、今回が17回目になります。日常生活と水とのかかわりや意識、水と日本文化などについて

アンケート形式で調べることにより、生活者の実感としての水の諸相を明らかにしようというものです。 
 

 
 
 

【調査概要】 
 

第17回（平成23年度） 「水にかかわる生活意識調査」 

◆調査対象数 ： 1,500票 
◆調査対象者 ： 東京圏（東京、神奈川、埼玉、千葉）、大阪圏（大阪、兵庫、京都）、中京圏 
  （愛知、三重、岐阜）に居住する20歳代から60歳代の男女 
◆調 査 方 法 ： インターネット調査 
◆調 査 期 間 ： 平成23年6月9日（木）～6月14日（火） 
◆回収数（人） ： 

 
東京圏 大阪圏 中京圏 合 計 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 小計 
20代 50 50 50 50 50 50 150 150 300
30代 50 50 50 50 50 50 150 150 300
40代 50 50 50 50 50 50 150 150 300
50代 50 50 50 50 50 50 150 150 300
60代 50 50 50 50 50 50 150 150 300

合 計 
250 250 250 250 250 250 750 750 

1,500500 500 500  
 

特別調査「福岡県民の水にかかわる生活意識調査」 

◆調査対象数 ： 500票 
◆調査対象者 ： 福岡県に居住する20歳代から60歳代の男女 
◆調 査 方 法  ： インターネット調査 
◆調 査 期 間 ： 平成23年6月9日（木）～6月14日（火） 
◆回収数（人） ：  

 男性 女性

20代 50 50
30代 50 50
40代 50 50
50代 50 50
60代 50 50

合 計 
250 250

500 
 



2 

《結果の抜粋と掲載ページ》 

 

 
◆調査概要 1ページ 

 

■水道水の評価とイメージ／東京・大阪・中京圏+福岡県 

◇水道水の評価は10点満点中7.45点 3ページ 

◇3エリアで最も評価が高いのは、中京圏の7.73点 3ページ 
  ・福岡県は、7.25点 

◇水道水への不満、「なし」が1位、不満のトップは「料金が高い」 3ページ 

◇約7割が居住地の水に関して誇れることなし 4ページ 

◇水に関して誇れるものの2位に「水道」 4ページ 

◇のどの渇きを癒すとき、過半数が「水のありがたさを感じる」 4ページ 
  ・福岡県の1位は「給水制限」のときで6割強 

■水と災害／東京・大阪・中京圏+福岡県 

◇災害時の水の備え1位は「ミネラルウォーターの買い置き」、2位は「何もしていない」 5ページ 

◇不安を感じる水の災害は、台風・水不足・断水 5ページ 

◇「津波」の数値が昨年比6.2ポイント上昇で13.7％ 5ページ 

■日常の水意識／東京・大阪・中京圏+福岡県 

◇過半数は節水を意識 6ページ 

◇20代男性の約3割は、「気にせず使っている」 6ページ 

◇女性の約８割強が「歯磨き中に水を出しっぱなしにしない」 6ページ 

◇「水の都」のイメージ都市、1位は「大阪」 7ページ 

■里川について  

◇認知率は合計36.6％、うち7.7％が「言葉の意味まで知っている」 7ページ 

◇「生き物がたくさん棲んでいる」「清らかな水が流れる」川が「里川」のイメージ 7ページ 

 

 

 

 
参 考  ｢ミツカン水の文化センター｣と｢水にかかわる生活意識調査｣について 
 
ミツカングループは1804年（文化元年）の創業以来、酢の醸造を社業の中心としてきました。酢の

製造に水は欠かせないものであり、ミツカングループは水の恩恵を受け、水によって育てられてき

たといっても過言ではありません。それだけに、ミツカングループの水に対する関心は創業当時か

ら一貫して高いものがありました。 
1999年1月に、「水の文化」に関するさまざまな研究や情報交流活動を推進していく母体として「ミツ

カン水の文化センター」を設立。センターを活動拠点に研究活動、市民参加型の実践的研究活動

「水の文化楽習」、機関誌「水の文化」の年3回の発行、ホームページでの情報提供、イベント「ミツ

カン水の文化交流フォーラム」の実施など、様々な活動を行っています。 
｢水にかかわる生活意識調査｣も「ミツカン水の文化センター」の活動の一環として実施しているもの

で、研究事業の、そして一般生活者の啓発活動の基礎資料として有効活用していきます。 
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水道水の評価とイメージ／東京・大阪・中京圏＋福岡県 
 
Ｑ.水道水を10点満点で評価すると？ （0～10の整数を自由回答） 
◇全体の平均は7.45点 
◇3エリアで最も評価が高いのは中京圏、7.73点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＊ご参考までに2009年までのデータを入れ込み、推移グラフとしました。 

対象エリア： 1995年…東京都、大阪府、愛知県、1996～2011年…東京圏（1都3県）、大阪圏（2府1県）、中京圏（3県） 
 有効回答数： 1995～2009年…467～554、2010～2011年…1,500 

 

 

Ｑ.水道水について不満を感じていることは？  
◇1位は「特に不満はない」 
◇不満のトップは「料金が高い」 
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ご参考：水道水の10点評価 〔95～11年の推移〕（単位：点）

平均（単位：点）

全体(N=1,500) 7.45
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全体（N=1,500） 東京圏（N=500） 中京圏（N=500） 大阪圏（N=500）
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Ｑ.あなたの居住地域に、水に関して誇れることはありますか？ 

Ｑ.水に関して誇れることは何ですか？ 

◇約７割が「誇れることはない」 
◇水に関して誇れるものの2位に「水道」 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

Ｑ.水のありがたさを感じるときは？  
◇1位は「のどの渇きをいやすとき」 
◇福岡県1位は「給水制限のとき」 
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水に関して誇れること（複数回答・上位10項目／単位：％）

全体（N=435） 東京圏（N=104） 中京圏（N=179） 大阪圏（N=152）

30.4

35.8

20.8

ある, 
29.0

69.6

64.2

79.2

ない, 
71.0

大阪圏（N=500）

中京圏（N=500）

東京圏（N=500）

全体（N=1,500）

水に関して誇れること（単位：％）

1.8

0.8

9.4

14.2

16.8

29.6

24.0

39.2

31.2

35.6

64.2

51.4

4.7

1.5

7.7

15.1

15.5

28.0

28.1

28.7

28.7

38.3

46.9

50.6

0.0 25.0 50.0 75.0

ありがたさを感じることはない

その他

水に関わる行楽･ﾚｼﾞｬｰを楽しむとき

まずい水道水を飲んだとき

庭の水撒きなどで水を使うとき

海、川など自然の水に接するとき

水事情が良くない外国へ行ったとき

久しぶりに雨が降ったとき

洗濯などの日常生活で水を使うとき

入浴やシャワーを浴びているとき

給水制限が行われているとき

水を飲んでのどの渇きをいやすとき

水のありがたさを感じるとき（複数回答／単位：％）

東京・大阪・中京圏（N=1,500） 福岡県（N=500）
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水と災害／東京・大阪・中京圏＋福岡県 
 

Ｑ.緊急時用の水の備えは？  
◇1位はミネラルウォーターの買い置き 
◇2位は「何もしていない」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ.不安を感じる水の災害は？ （16択＋その他＋特に不安を感じたことはない） 
◇不安を感じる水の災害は、台風・水不足・断水 
◇「津波」の数値が昨年比6.2ポイント上昇で13.7％ 
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28.7

33.7

44.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

特に不安を感じたことはない

その他

高潮による浸水

土石流

ダムの決壊

鉄砲水

津波

地下水汚染の被害

下水の氾濫

崖崩れ・土砂崩れ

酸性雨による被害

水道管の破裂

雨による浸水

河川の氾濫による浸水

豪雨による交通途絶

断水

水不足

台風

不安を感じる水の災害（複数回答／単位：％）
N=1,500〈東京・大阪・中京〉

52.2

3.0

1.4

3.2

7.6

16.4

36.0

38.4

2.8

4.4

7.8

8.6

19.2

46.2

29.6

2.0

5.6

3.0

5.4

30.0

56.4

40.1

2.6

3.8

4.7

7.2

21.9

46.2

0.0 25.0 50.0 75.0

何もしていない

川や海の水の利用を考えておく

近所の井戸のありかを知っておく

雨水をためておく

消火栓等の場所を知っておく

風呂の水をいつも溜めておく

市販ミネラルウォーターの買い置き

災害時の水の備え（複数回答／単位：％）

全体（N=1,500） 東京圏（N=500） 中京圏（N=500） 大阪圏（N=500）

東京圏（N=500） 中京圏（N=500） 大阪圏（N=500） 福岡県（N=500）

台風 台風 台風 台風

38.8 53.4 41.0 56.0

水不足 水不足
特に不安を感
じたことはない

水不足

35.0 35.2 31.2 51.6

断水
豪雨による
交通途絶

水不足 断水

34.0 29.2 31.0 34.4

特に不安を感
じたことはない

河川の氾濫
による浸水

断水
河川の氾濫
による浸水

26.0 28.4 24.8 34.4

豪雨による
交通途絶

断水
河川の氾濫
による浸水

豪雨による
交通途絶

21.8 27.2 21.8 29.0

※福岡のみ「断水」「河川の氾濫による浸水」が同率3位

1位

2位

3位

4位

5位

不安に感じる水の災害トップ5（複数回答／単位：％）

東京圏（N=500） 中京圏（N=500） 大阪圏（N=500） 福岡県（N=500）

13位 9位 12位 13位

11.6 16.2 13.2 11.8

各エリアの「津波」の順位と数値（単位：％）



6 

日常の水意識／東京・大阪・中京圏＋福岡県 
 
Ｑ.水の使い方は？  
◇過半数は節水を意識 
◇節水意識が一番低いのは20代男性 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ.節水・再利用の方法は？  
◇女性の8割強が「歯磨き中に水を出しっぱなしにしない」 
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38.3

31.7
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67.3

32.8

40.9
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55.1

61.6

84.1

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

食器を洗う時は洗い桶に水をためる

水洗トイレで大小レバーを使い分ける

水洗トイレで消音目的の水を流さない

風呂のお湯を洗濯や掃除に使い回す

シャワーはこまめに水を止めて浴びる

歯磨き中に水を出しっぱなしにしない

節水・再利用の方法（複数回答／単位：％）

女性（N=750） 男性（N=750） 全体（N=1,500）

1.3

9.3

4.7

8.7

0.7

12.0

4.7

14.7

14.7

29.3

10.0

22.7

24.0

17.3

37.3

19.3

31.3

30.0

28.7

36.7

28.7

27.6

56.0

57.4

62.0

47.3

64.7

51.4

58.6

47.3

42.6

34.0

52.1

20.0

9.3

16.0

6.7

15.3

5.3

6.7

9.3

6.0

8.0

10.3

0% 100%

女性60代（N=150）

男性60代（N=150）

女性50代（N=150）

男性50代（N=150）

女性40代（N=150）

男性40代（N=150）

女性30代（N=150）

男性30代（N=150）

女性20代（N=150）

男性20代（N=150）

全体（N=1,500）

家庭での水の使い方（単位：％）

気にせずに、水を使っている 気にしながらも何もせず水を使っている

多少節水などしながら水を使ってる かなり節水や再利用をしている
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Ｑ.「水の都」のイメージに最も近いのは？ （自由回答） 

◇大阪、福岡ではそれぞれの地元「大阪」「柳川」が1位。東京、中京は「なし・思い浮かばない」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里川について 
 

Ｑ.「里川（さとがわ）」について知っているか？  
◇認知率は、36.6％、うち7.7％が「言葉の意味まで知っている」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｑ.「里川」のイメージは？  
◇「生き物がたくさん棲んでいる」「清らかな水が流れる」川が里川のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2

19.3

27.9

42.0

50.9

0.0 25.0 50.0 75.0

里山の様に定期的手入れが必要な川

子どもが遊んでいる川

身近と感じられる川

清らかな水が流れる川

生き物がたくさん棲んでいる川

里川のイメージ（3つまで回答／単位％）N=1,500

7.7 28.9 63.4

0% 100%

里川の認知度（単位：％）N=1,500

言葉の意味まで知っている 言葉は聞いたが、意味は知らない

言葉も意味も知らない

東京圏（N=500） 中京圏（N=500） 大阪圏（N=500） 福岡県（N=500）

なし・思い浮か
ばない

なし・思い浮か
ばない

大阪 柳川

22.8 20.4 55.6 20.2

大阪 大垣
なし・思い浮か

ばない
なし・思い浮か

ばない

6.2 19.6 12.8 16.0

京都／柳川 大阪 滋賀 熊本

4.6 8.8 5.0 13.0

※東京圏の「京都」「柳川」は同率3位

3位

「水の都」イメージトップ3（自由回答／単位：％）

1位

2位
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